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公共工事や建設現場で活躍するダンプ輸送。
稲岡氏は、当協会理事・建設輸送部会長と
して県内のダンプ輸送業界における安全対
策や労働力問題などの課題解決に取り組む
とともに、本年9月には全日本トラック協会
ダンプトラック部会の副部会長にも選出。北
陸新幹線延伸など大きなプロジェクトが進
む中、業界の健全な発展のため、その重責
を果たす。

稲岡利男さん　㈱稲岡

表紙 ～今月のガンバル人～
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江
戸
時
代
、
命
を
か
け
て
献
上
氷
を
運
ん
だ
と
さ
れ

る
加
賀
飛
脚
。
今
で
も
変
わ
ら
な
い
運
ぶ
者
た
ち
の

「
運
ぶ
」
こ
と
へ
の
誇
り
テ
ー
マ
に
映
像
作
品
を
制
作

し
ま
し
た
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
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PR動画を制作！



1TOP NEWS

■ 

追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

活
用
セ
ミ
ナ
ー

9
月
7
日
（
水
）、
ト
ラ
ッ
ク
会
館

に
お
い
て
、
会
員
事
業
所
か
ら
47
名

（
44
社
）
が
参
加
の
も
と
、
追
突
事

故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
人
身
事
故
の
約
半
数
を
占

め
る
追
突
事
故
防
止
の
喚
起
と
浸
透

を
図
り
ま
し
た
。（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
共
催
）

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
基
礎
編
（
平

成
24
年
度
）」、「
実
践
編
（
平
成
26

年
度
）」
に
続
く
3
回
目
の
開
催
で
、

今
回
は
全
ト
協
が
新
た
に
公
表
し
た

「
追
突
事
故
撲
滅
キ
ッ
ト
」
の
活
用

方
法
を
中
心
に
、
そ
の
対
策
を
探
り

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
、
久
安
常
信
交

通
・
環
境
対
策
委
員
長
は
「
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
死
傷
事
故
の
約
半

数
が
追
突
事
故
。
こ
れ
ま
で
も
各
種

講
習
会
を
通
じ
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
が
、
先
般
、
同
種
の
事
故
防
止

に
向
け
た
新
た
な
ツ
ー
ル
が
作
成
さ

れ
た
。
是
非
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

追突事故防止セミナーでは、自社の取り組みや今後の事故防止対策などを検討した。

事故撲滅へ　各種セミナーを開催
～追突事故、健康起因事故防止を推進～

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



2 TOP NEWS

各
社
の
安
全
性
の
向
上
に
役
立
て
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の

後
、
講
師
の
東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
磯
部
要
氏

が
安
全
行
動
シ
ー
ト
や
添
乗
・
面
談

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
撲

滅
キ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
2
部
で
は
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
参
加
者
は
、
自
社
の
取
り
組
み

事
例
を
発
表
す
る
な
ど
情
報
交
換
を

行
い
、
課
題
の
整
理
や
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

■
労
災
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー

9
月
20
日
（
火
）
に
は
、
労
災
事

故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
会
員
事

業
所
か
ら
45
名
（
43
社
）
が
参
加
し

ま
し
た
。（
陸
災
防
石
川
県
支
部
後

援
）セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
田
内
満
喜
夫
労

働
委
員
長
が
「
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交

通
事
故
が
減
少
す
る
中
、
脳
・
心

臓
疾
患
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康

に
起
因
す
る
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
高
齢
化
を
迎
え
る
中
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
管
理
対
策
は
重
要
な
課

題
の
一
つ
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、
参

加
者
ら
は
講
師
の
県
予
防
医
学
協
会

の
竹
口
彰
夫
氏
と
見
神
志
郎
氏
か
ら

健
康
維
持
と
健
康
管
理
を
徹
底
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

竹
口
氏
は
「
健
康
管

理
の
第
一
歩
は
健
康

診
断
。
診
断
結
果
は

今
の
体
の
状
態
を
知

り
、
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な

る
。
症
状
が
な
く
と

も
体
が
出
し
て
い
る

S
O
S
に
い
ち
早
く

気
づ
く
こ
と
が
大
切
」

と
健
康
診
断
の
重
要

性
を
指
摘
。
ま
た
、

「
経
営
者
や
管
理
者

は
、
生
活
習
慣
病
な

ど
の
リ
ス
ク
を
持
つ

ド
ラ
イ
バ
ー
を
診
断

結
果
か
ら
見
つ
け
出

し
、
本
人
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
改

善
に
向
け
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
従
業
員
全
員
が
健

康
管
理
に
高
い
意
識
を
持
つ
企
業
風

土
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

久安常信交通・環境対策委員長

田内満喜夫労働委員長

労災事故セミナーでは、管理者らがドライバーの健康管理のポイントについて学んだ。

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



3TOP NEWS

活用しましょう!

WEB版ヒヤリハット集 会員事業者から提供されたドライブレ
コーダーの映像を「相手」「道路の種
類」「発生した場所」などシチュエー
ション別にまとめられたものです。「ど
んな危険が潜んでいるか」「どうすれ
ば防げるか」を考る危険予知トレーニ
ングに役立てることができます。

当協会ホームページ
「安全対策」をクリック

http://www.ishitokyo.or.jp/

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



4 TOP NEWS

事故防止ツールを
石ト協ホームページ

追突事故撲滅キット

「トラック追突事故防止マニュアル」
（平成23年度・国土交通省）及び平成
26年に発生した事故の分析結果等を踏
まえ、ドライバー・管理者・事業者が
一体となって取組む「三位一体の対策」
を「追突事故撲滅キット」としてとり
まとめたものです。

安全行動の履行状況を確認する
添乗・面談用チェックシート

事故原因からその対策までを
まとめた研修用資料

ひと目で分かる社内掲示用ポスター

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



5

石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
七
尾

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
平
成
28
年

度
石
川
県
防
災
総
合
訓
練
に
参
加

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
救
援
物
資
輸
送
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
は
、
午
前
9
時
頃
に
発
生
し

た
能
登
半
島
東
方
沖
を
震
源
と
す
る

地
震
に
伴
い
、
七
尾
市
を
中
心
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
及
び
交
通
が
寸
断
ら
れ

た
想
定
で
行
わ
れ
、
石
川
県
災
害
対

策
本
部
か
ら
の
緊
急
救
援
物
資
輸
送

出
動
要
請
に
基
づ
き
、
当
協
会
で
は

直
ち
に
2
台
の
車
両
を
出
動
さ
せ
ま

し
た
。（
丸
一
運
輸
㈱
協
力
）

今
回
は
、
本
年
4
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
物
資
集
積
場

で
の
仕
分
け
を
行
政
職
員
が
行
っ
た

結
果
、
仕
分
け
が
う
ま
く
行
か
ず
、

避
難
所
へ
の
輸
送
が
遅
れ
る
と
い
う

教
訓
を
活
か
し
、
日
本
通
運
㈱
の
物

流
施
設
を
集
積
拠
点
と
し
、
プ
ロ
の

知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
効
率
的
に

荷
捌
き
を
行
い
な
が
ら
、
船
か
ら
荷

揚
げ
し
た
物
資
な
ど
を
避
難
所
ま
で

輸
送
し
ま
し
た
。
一
連
の
訓
練
を
通

じ
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
万
全
を

期
す
る
た
め
の
課
題
や
手
順
、
各
関

係
機
関
と
の
連
携
な
ど
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

熊
本
地
震
の
教
訓
活
か
し

緊
急
輸
送
訓
練
を
実
施

 

〜
石
川
県
総
合
防
災
訓
練
〜谷本県知事（訓練本部長）に訓練内容を説明する北村専務

TOP NEWS

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



6 ご案内

1．日　　時 平成28年11月18日（金）　13時30分～17時00分

2．場　　所 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）

3．内　　容 （1）原価計算の実践【実践編】

 　・運行ルート単位、取引先単位の原価計算

 　・輸送特性、業態別の原価計算

 （2）生産性の向上に向けた原価管理、取引先との運賃交渉力強化【強化編】

 　・生産性向上に向けた原価管理

 　・取引先との運賃交渉力強化　他

4．講　　師 日本ＰＭＩコンサルティング㈱代表取締役社長・税理士　小坂真弘氏

5．受講対象 会員事業者　※中小トラック運送事業者の経営者及び担当者

6．申込方法  同封の「申込書」にてお申し込みください。

原価意識強化セミナーご案内

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2511

引越講習（引越基本講習・引越管理者講習）ご案内

1．日　　時 （1）引越基本講習　平成28年11月24日（木）　10時00分～16時00分

 （2）引越管理者講習　平成28年11月25日（金）　10時00分～16時00分

2．場　　所 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）

3．受講対象 （1）引越基本講習　初めて本講習を受講する者

 （2）引越管理者講習　以下のいずれかに該当する者

 　①平成17年度以降に「引越基本講習」を修了した者

 　　※前日の引越基本講習を受講される方も受講可能です。

 　②平成25年度以前に「引越管理者講習」を修了した者

 　　※再受講が必要

4．受 講 料 　2,000円

5．申込方法  同封の［申込書兼受講票］にてお申し込みください。

 申込期限　平成28年11月4日（金）

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



7ご案内

1．主　　催 国土交通省北陸信越運輸局
2．日　　時 平成28年11月10日（木）13：30～16：30
3．場　　所 富山県トラック会館（富山市婦中町島本郷1-5）
4．内　　容 ①事業自動車の安全対策について
 ②危険ドラッグ等薬物使用の防止について
 ③運転者の健康管理について

ご案内 自動車事故防止セミナー2016

ご案内 第17回SDラリーコンテスト「実施結果報告書」の提出

ご報告を忘れず！

　本年度も交通環境対策の一環として開催しております標記コンテストが10月9日を以って運動期間終
了となります。
　本運動にご参加頂いている事業所につきましては、協会事務局から郵送いたします「実施結果報告書」
により、運動達成状況の報告をお願いします。

1．報告期限 平成28年10月14日（金）
2．提出方法 （一社）石川県トラック協会へFAX又は郵送
 　・ＦＡＸ：076-239-2287
 　・郵送先：金沢市粟崎町4-84-10

上記期日までに実施結果報告書の提出がない事業所については、表彰規程に基づき
運動未達成となりますので、特にご注意下さい。

！

1．日　　時 平成28年11月9日（水）10：00 ～ 12：00
2．場　　所 石川県トラック会館　2階研修室（金沢市粟崎町4-84-10）
3．内　　容 ①SDラリーコンテスト表彰式
 ②事故防止研修会
 「事故事例に学ぶ、冬期のリスクと安全対策」
 北海道トラック交通共済協同組合　安全推進企画部　副部長　岩泉伸吾氏
 ③安全決議
4．申込方法 同封の「申込書」にてお申込み下さい。

ご案内 平成28年度事故防止大会

お問合せ　（一社）石川県トラック協会　TEL 076－239－2511

お問合せ　自動車事故防止セミナー事務局　TEL 025－285－9155

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



8 ご案内

助成事業 申込状況

■健康診断受診助成
運転者に対し一般健康診断を実施した場合、1名につき1千円を助成します。

55%

■安全装置等導入促進助成
安全装置等（後方視野確認支援装置、アルコールインターロック装置、IT点呼に使用する携帯型
アルコール検知器※Gマーク認定事業所のみ）を導入した場合、対象装置ごとに2万円助成します。

■ドライブレコーダー機器導入促進助成
ドライブレコーダー車載器を導入した場合、購入価格の1/3（上限6万円）を助成します。（上限
50台まで）

■大型・中型・けん引免許取得助成
助成対象期間内に自動車教習所へ入校し、標記免許過程を修了、支払が完了し、標記免許を取得し
た場合、大型9万円、中型6万円、けん引4万円を助成します。
（6ヶ月の在籍証明が必要）

69%

■ETC2.0車載器装着助
ETCコーポレートカードを利用している会員が、新たにETC2.0車載器を導入（購入）した場合、
1台につき1万円を助成します。
※ 同一車両1回のみ、NEXCOとの助成併用は可能
※ 国交省の社会実験の購入支援との併用は、助成対象外

71%

■エコタイヤ・再生タイヤ導入促進助成
燃費の向上に効果のあるエコタイヤ及び再生タイヤを導入、装着した場合、以下の金額を助成します。
・エコタイヤ
リム径19.5インチ以上 （1本あたり2千円）
リム径17.5インチ以下 （1本あたり1千円）

・再生タイヤ （1本あたり1千円）

50%

■EMS機器導入促進助成
EMS車載器を導入した場合、購入価格の1/3（上限6万円）を助成します。

■アイドリングストップ支援機器導入助成
アイドリングストップ支援機器（蓄熱及び電気式の毛布、マット等、エアヒータ、蓄冷式クーラー、
車載バッテリー式冷房装置）を導入した場合、購入価格の1/2（各機器により上限額あり）を助成
します。

■低公害車導入促進助成
低公害車（CNG、ハイブリッド）を導入する場合、以下の金額を助成します。
・ CNG車（新車） 通常車両価格との差額の1/6
・ ハイブリッド車（新車）
通常車両価格との差額の1/8

14%

■ 睡眠時無呼吸症候群（SAS）検査助成
SASの検査で、第1、2次検査を全ト協が指定する医療機関で受診した場合、検査費用5千円（上
限）を助成します。

80%

ご案内 平成28年度石ト協各種助成申込状況

事前申請はお早めに !

終了しました。

終了しました。

終了しました。

終了しました。

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



9ご案内

お問合せ　石川運輸支局　TEL 076－292－0129

ご案内 平成28年度 整備管理者選任後研修

1．開催日時

開 催 日 時　　間

第1回 平成28年10月24日（月） 10時00分～12時00分

第2回 〃 13時30分～15時30分

第3回 平成28年11月30日（水） 10時00分～12時00分

第4回 〃 13時30分～15時30分

※上記のうち1回を受講してください。

2．会　　場 石川県トラック会館（金沢市粟崎町4-84-10）

3．対 象 者 整備管理者が対象となります。

ただし、以下の方は研修受講義務はありません。

　・平成27年度に整備管理者選任後研修を受講した方

　・平成27年度若しくは28年度に整備管理者選任前研修を受講した方

4．日　　程 午前の部
  9：30～10：00 （受付）
 10：00～12：00 （研修）
 午後の部
 13：00～13：30 （受付）
 13：00～15：30 （研修）

5．そ の 他 500円

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



10 ご案内

本年度も11月1日（火）から14日（月）の期間、
「荷卸し時の安全対策」統一キャンペーンが展開さ
れます。
危険物の荷卸しにあたっては、混油や誤注、オー
バーフロー等の事故を防ぐため、荷卸し側、荷受け
側の双方の確実な立会いを実施しましょう。

～「荷卸し立会い」による相互確認は
消防法を遵守して行いましょう～

石川県内の「指定自動車教習所」で大型（第一種）免許の取得講習を行っているのは、「北陸中部自
動車学校」と「ドライビングスクール エクシール城東」の2カ所です。
両自動車教習所では、大型（第一種）免許取得を希望する入所者が多く、入所から免許取得まで6ケ
月～9ケ月を要しています。
当協会では、各教習所の空き状況をホームページ上に掲載しておりますので、各社の教育訓練計画のご
参考としてご活用ください。
尚、講習のお申込み・お問合せにつきましては、各自動車教習所まで連絡してください。

ご案内

ご案内

石川県内の指定自動車教習所
大型（第一種）免許等取得講習の受入可能人数について（空き状況）

危険物荷卸し時相互立会い推進全国一斉キャンペーン

受入可能人数（空き状況）　※平成28年9月末現在
教習所（お問合せ先） 車種 平成28年10月 平成28年11月 平成28年12月

北陸中部自動車学校
（TEL　076-277-0033）

大型 5名 若干名 若干名

大型特殊 5名 若干名 若干名

ドライビングスクール
エクシール城東

（TEL　0120-831-810）

大型 3名 若干名 若干名

大型特殊 若干名 若干名 若干名

※定員以上の申し込みについても、各教習所では相談に応じています。

当協会ホームページよりご確認でます！

タンクトラック部会

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION



119月のおもなNEWS

加南支部（谷本義治支部長）、金沢第二支部（操川一郎支
部長）、金沢第三支部（田内満喜夫支部長）能登支部（山
下洋介支部長）、奥能登支部（新出勝支部長）の各支部

でボウリング大会が開催され、笑顔と歓声が飛び交う中、
選手らは優勝を目指して熱戦を繰り広げました。

News Calendar

9月の
おもなNEWS
SEPTEMBER 2016

能登・奥能登支部

加南支部

金沢第二支部

金沢第三支部

4日,11日 5支部でボウリング大会

百万石リゾートレーン

団体成績
優　勝 ㈲直人運輸A
準優勝 富士運輸㈱A
第3位 日章トラック㈱A

個人成績
優　勝 山本　芳和（日章トラック㈱）
準優勝 麻王　英明（富士運輸㈱）
第3位 桑原　　剛（富士運輸㈱）

マンボウ金沢店

団体成績
優　勝 城西物流倉庫㈱A
準優勝 北陸日本海油送㈱A
第3位 北昭油送㈱

個人成績
優　勝 油木ひとみ（城西物流倉庫㈱）
準優勝 北原　宏典（北陸日本海油送㈱）
第3位 奥野　信夫（北昭油送㈱）

マンボウ金沢店

団体成績
優　勝 大森建設運輸㈱
準優勝 ㈱桐畑
第3位 沖津商事㈱

個人成績
優　勝 眞木　　隆（大森建設運輸㈱）
準優勝 岡野　浩史（大森建設運輸㈱）
第3位 中川　裕一（㈱田内運輸㈱）

クアトロブーム鹿島店

団体成績
優　勝 志賀運輸㈱
準優勝 ㈲マルヒ運送
第3位 日生運輸㈱A

個人成績
優　勝 谷内　清秀（志賀運輸㈱）
準優勝 谷内　久晴（志賀運輸㈱）
第3位 多胡　　均（日生運輸㈱）

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



12 9月のおもなNEWS

労働委員会（田内満喜夫委員長）は、労災事故防止活動などについ
て協議し、荷主団体に対して「契約の書面化」や「安全対策の確保」
に理解と協力を求める活動を展開することとしました。（石川県ト
ラック会館）

労働委員会

20日 「安全確保へ」荷主に協力求める

石川県トラック協会は、金沢市内で行われた秋の全国交通安全運
動に伴う街頭キャンペーンに参加し、歩行者らに交通安全を呼び
かけました。（金沢市）

石ト協

21日 秋の交通安全

適正化実施機関は、石川運輸支局と月例会議を開催し、巡回指導
結果や行政処分状況などについて意見交換を行いました。（石川県
トラック会館）

適正化実施機関

23日 石川運輸支局と月例会議

奥能登支部（新出勝支部長）は、支部で作成した安全啓発物「交通
安全マグネットバー」500個を輪島・珠洲両警察署に寄贈しまし
た。（輪島署・珠洲署）

奥能登支部

27日 警察署に交通安全啓発物を寄贈

全ト協第40回ダンプトラック部会が開催され、平成28年度事業
計画のほか、副部会長の選出について審議され、当協会建設輸送
部会長の稲岡利男氏が副部会長に選任されました。（東京都）

全ト協ダンプトラック部会

8日 副部会長に稲岡氏（㈱稲岡）を選任

青年部会（坂池克彦部会長）は、ワーキンググループを開催し、
10月21日に金沢市で開催の全ト協青年部会北陸信越ブロック大
会の運営について協議しました。（石川県トラック会館）

青年部会

9日 北陸信越ブロック大会の運営を協議

石ト協では、正副会長・総務委員会合同会議を開催し、理事会上
程議案や平成29年度税制改正に関する陳情活動について協議し
ました。（石川県トラック会館）

正副会長・総務委員会合同会議

14日 税制改正に関する陳情活動などを協議

石ト協では、理事会・交付金運営委員会合同会議を開催し、新春
安全祈願並びに新春懇談会等の開催などについて協議しました。
また、会議冒頭、中部経済産業局担当者より「消費税転嫁対策関連
施策」について説示を受けました。（トラック会館）

理事会・交付金運営委員会合同会議

14日 新春安全祈願の開催などを協議

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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物
流
と
い
う
重
量
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
他
の
運
転
者
の
手
本
と
な

る
べ
き
安
全
で
マ
ナ
ー
の
良
い
運
転
を
心
掛
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
の
乗
用

車
か
ら
見
れ
ば
、
車
体
の
大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
は
、

近
く
を
走
っ
て
い
る
だ
け
で
怖
く
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

当
協
会
に
は
、
一
般
消
費
者
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

に
「
煽
ら
れ
た
」、「
幅
寄
せ
を
さ
れ
た
」、「
急

な
割
り
込
み
を
さ
れ
た
」
な
ど
の
苦
情
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
安

全
運
転
に
つ
い
て
指
導
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ

と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
今
一
度
、
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
の
自
覚
の
も
と
も
と
、
周
囲
に
配

慮
し
た
運
転
マ
ナ
ー
の
遵
守
、
徹
底
を
実
践
す

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● 

思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の

気
持
ち

道
路
は
大
勢
の
人
が
行
き
交
う
公
共
の

場
で
す
。
そ
こ
で
は
、
「
交
通
ル
ー
ル
」

の
遵
守
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
円
満
に
解
決

す
る
の
が
「
思
い
や
り
」、
「
ゆ
ず
り
合

い
」
で
す
。
心
に
余
裕
を
持
っ
て
常
に
「
道

を
ゆ
ず
る
」
と
い
う
姿
勢
で
ハ
ン
ド
ル
を

握
り
ま
し
ょ
う
。

●
過
信
し
な
い

過
信
は
安
全
運
転
の
基
本
を
失
わ
せ
、

運
転
を
甘
く
考
え
さ
せ
て
無
謀
な
行
為
を

さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
も
、
初
心
を
忘
れ
な

い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

● 

「
急
ぎ
」
や
「
焦
り
」
を

抑
え
る

「
急
ぎ
」
や
「
焦
り
」
の
心
理
に
支

配
さ
れ
る
と
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ

た
り
、
強
引
な
追
い
越
し
や
車
線
変
更
、

一
時
停
止
無
視
な
ど
の
危
険
な
運
転
を
し

が
ち
で
す
。
「
急
い
だ
り
、
焦
っ
た
り
し

た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
に
早
く
走
れ
る
わ

け
で
も
な
い
」
と
考
え
、
気
持
ち
を
抑
え

ま
し
ょ
う
。

● 「
カ
ッ
カ
」し
た
り「
カ
リ
カ
リ
」

し
な
い

「
カ
ッ
カ
」
や
「
カ
リ
カ
リ
」
な
ど
の

興
奮
し
た
状
態
に
な
る
と
的
確
な
判
断
力

が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
他
車
の
運
転

行
動
が
少
し
で
も
気
に
さ
わ
る
と
、
仕
返

し
を
し
よ
う
と
す
る
行
動
に
出
が
ち
で
す
。

「
事
故
を
起
こ
し
た
ら
何
も
な
ら
な
い
」
と

考
え
、
い
つ
も
冷
静
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
マ
ナ
ー
の

向
上
を
！

平
成
28
年
度
上
期

（
4
月
〜
9
月
）の

苦
情
概
要

運
転
マ
ナ
ー
の

基
本

事業者 1

一般消費者
5匿名、

その他
11

申告者

危険運転等
15

環境問題等1
その他 1

内　容【
危
険
運
転
の
主
な
内
容
】

■
後
方
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
接
近
し
、
パ
ッ

シ
ン
グ
等
の
煽
り
運
転
を
さ
れ
た
。

■
ト
ラ
ッ
ク
が
急
に
割
り
込
ん
で
き
て
衝

突
し
そ
う
に
な
っ
た
。

適正化NEWS
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14 業界NEWS

厚
生
労
働
省
で
は
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
盛
り
込
ん

だ
平
成
28
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

支
援
策
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
業
務
改
善
助
成

金
」
（
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資
を
行
い
事
業
場

内
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
た
場
合
に
設
備
投
資
に
か
か
っ

た
費
用
の
一
部
を
助
成
）
及
び
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成

金
」
（
有
期
契
約
労
働
者
等
の
賃
金
規
定
等
を
増
額
改
定

し
昇
給
し
た
場
合
に
助
成
）
の
拡
充
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
般
、
国
土
交
通
省
よ
り
事
業
用
自
動
車
の
安
全
確

保
の
徹
底
に
つ
い
て
の
周
知
文
書
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
最
近
発
生
し
た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
関
わ
る

主
な
事
故
事
例
で
は
、
9
件
中
5
件
が
飲
酒
に
関
連
し
た

事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
3
月
及
び
5
月
に
は
、
社
会
的
反
響
が

大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
追
突
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
社
会
的
信
頼
の
失
墜
に
つ
な
が
る

飲
酒
運
転
の
根
絶
は
も
と
よ
り
、
運
行
管
理
の
確
実
な
実

施
、
社
内
の
安
全
意
識
の
徹
底
な
ど
輸
送
の
安
全
確
保
に

万
全
を
期
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
自
動
車
局
で
は
、
事
故
防
止
の
取
り
組

み
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
、
同
省
に
お
い
て
収
集
し
た

事
業
用
自
動
車
に
関
す
る
事
故
情
報
等
の
う
ち
、
重
大
な

事
案
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
会
員
各
社

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
配
信
登
録
を
行
い
、
同
種
の
事
故

防
止
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

事
業
用
自
動
車
の

安
全
確
保
の
徹
底

国
土
交
通
省

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
事
業
用

自
動
車
安
全
通
信
」
配
信

サ
ー
ビ
ス

厚
生
労
働
省

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
向

け
た
支
援
策

石
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
安
全
対
策
サ
イ
ト
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.ish

itokyo.or.jp
/an
zen

.
phpト

ッ
プ
〉
安
全
対
策

※ 

飲
酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
概
要
】

・ 
重
大
事
故
の
発
生
状
況
等
を
は
じ
め
、
自
動
車

局
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
指
定
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。

登
録
は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行

え
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g

o
.jp
/jid

o
sh
a
/

anzen/subcontents/m
ailm

agazine.
htm

l

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/s
tf/

houdou/0
0
0
0
1
3
5
2
7
7
.htm

l
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m

例
年
、
10
月
か
ら
の
時
期
は
、
日
没
時
間
の
急
激
な
早
ま
り
と

と
も
に
、
帰
宅
時
間
帯
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
相
ま
っ
て
、
歩
行
者
が
巻
き

込
ま
れ
る
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
歩
行
者
事
故
防
止
運
動
」
を
10
月
21
日
か
ら
30
日

ま
で
の
10
日
間
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、

「
上
向
き
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
」
な
ど
を
実
践
す
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
川
県
交
通
安
全
推
進
協
議
会

歩
行
者
事
故
防
止
運
動

黒っぽい服装の歩行者や無灯火の自転車は、薄暗い周囲に紛れて気が
つくのが遅れがち。
※ 特に、対向車のすぐ後ろから横断してくる歩行者に注意。

ドライバーのみなさん

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号
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中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
対

策
で
あ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
5
号
の
対
象
業
種
に

つ
い
て
、
平
成
28
年
度
第
3
四
半
期
（
10
月
1
日
〜
12

月
31
日
）
に
つ
い
て
も
「
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
業
種
」

と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

石
川
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
1
日
か
ら
7
5
7
円

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
11
月
に
実
施
し
、
長
時
間
労
働
の
削
減
等
の
過
重
労
働

解
消
に
向
け
た
取
組
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
で
は
、
国
民
の

間
に
広
く
過
労
死
等
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
自
覚
を
促
し
、
こ
れ
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
、
毎
年
11
月
を
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。 

　

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
身
に
も
関
わ
る
こ
と
と
し
て
過

労
死
と
そ
の
防
止
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
「
過
労
死
ゼ

ロ
」
の
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省

平
成
28
年
度
第
3
四
半
期
に

お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
5
号
の
業
種
指
定

石
川
労
働
局

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

厚
生
労
働
省

過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
概
要
】

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
第
2
条
第
5
項
第
5
号

／
全
国
的
に
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種
に
属
す

る
中
小
事
業
者
）
に
も
と
づ
き
、
業
種
指
定
を
行

い
、
指
定
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
者
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
を
借
り
入
れ
る
際
、
信
用
保
証

協
会
が
そ
の
債
務
を
保
証
す
る
制
度
。
こ
れ
に
よ

り
、
金
融
機
関
の
貸
出
し
リ
ス
ク
が
信
用
保
証
協

会
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
た
め
、
中
小
企
業
者

は
融
資
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

中
小
企
業
庁

　
事
業
環
境
部
金
融
課

TEL:0
3
-3
5
0
1
-1
5
1
1

「過重労働解消相談ダイヤル」
過重労働等に関する相談はこちら 0120-794-713

な く し ま し ょ う 長 い 残 業

11月 6日　  9：00～17：00日

無
料

過重労働解消キャンペーン 検索専用WEBサイト

あなたは一日の中でどのくらい仕事をしていますか？
効率の良い仕事をする環境がありますか？
健康なからだ、適切な労働時間、健全な労働環境。
この機会に一度、見直してみませんか？

過重労働

～トップが決意を持って、長時間労働の削減に向けた取組を推進しましょう。～

「過重労働解消キャンペーン」期間です。11月は

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号
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EVENT CALENDAR　10月の行事予定
1日（土）  「トラックの日」クリーン作戦2016

6日（木） 第21回全国トラック運送事業者大会（鳥取県）

8日（土）
フォークリフト運転技能講習（石川県トラック会館） ※Aコース／9日、15日、16日
 　Bコース／12日～14日

11日（火） 青年部会ワーキンググループ（ホテル日航金沢）

12日（水）
交通災害等遺児をはげます会へ寄付金寄贈（MRO会館）
石川県産業安全衛生大会（地場産業振興センター）

17日（月） 第310回理事会（金沢都ホテル）

19日（水） 過積載防止キャンペーン（金沢西IC）

21日（金）
平成28年度（公社）全日本トラック協会青年部会北陸信越ブロック大会（ホテル日航金沢）
はい作業主任者技能講習（石川県トラック会館）　※～22日

22日（土）
第48回全国トラックドライバー・コンテスト（茨城県）
第2回金沢マラソン2016前夜祭（金沢ニューグランドホテル）

23日（日） 金沢マラソン2016スタートセレモニー（石川県政記念しいのき迎賓館）

24日（月）
平成29年度税制改正・予算に関する陳情（石川県選出国会議員事務所）
平成28年度整備管理者選任後研修（石川県トラック会館）※11月30日

25日（火） 石川運輸支局・適正化実施機関定例会議（石川運輸支局）

27日（木） 北陸三県トラック協会事務局事務連絡会議（富山県）

28日（金） グリーン経営講習会（石川県トラック会館）

30日（日） 第26回ボウリング県大会（バイパスレジャーランド藤江店）

新規会員のご紹介

会員名簿の変更
頁 行 事業所名 変更項目 変更内容

29 9 いかるが運輸㈱
所在地
TEL
FAX

921-8013　金沢市新神田4-9-17
076-267-3349
076-267-3369

32 6 丸福物流サービス㈲ 代表者名 山田秀一

37 27 北陸日本海油送㈱ 代表者名 折田國夫

㈱Tora-s
寅ヶ口郁実

住所 ：920-8217 金沢市近岡町804-1
電話 ：076-291-8271
FAX ：076-291-8120
車両数／5　地区／金沢第二

㈲丸徳物流
徳丸國夫

住所 ：920-0209 金沢市東蚊爪町ム10
電話 ：076-255-1277
FAX ：076-255-1208
車両数／11　地区／金沢第三

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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交通事故情報

事業用貨物車の交通事故発生状況（過去1年）

0

5

10

15

20

9月
（H27）

10月 11月 12月 1月
（H28）

（件）

0人

9

0人

11

0人

10

0人

6 6

0人

12

1人 1人

4

0人

8

0人0人

5 5

0人

11

0人

9

人 死者数

発生件数（件）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

石川県内

発生件数 死者数（人）

2,291（-182） 35（+1）

交通事故発生状況（1～8月）石川県内全車種（乗用車含む）
（参考）

人対車両
車両相互

車両単独 計
正面衝突 追突 出会い頭 追越・追抜 すれ違い時 右・左折時 その他

平成28年
件数 1 1 28 11 1 2 4 7 2 57

死者 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

増　　減
（昨年比）

件数 -6 -3 -7 -1 -1 ±0 +2 -3 +2 -17

死者 ±0 -1 -1 ±0 -2 ±0 ±0 ±0 +2 -2

※石川県警

事故類型別発生状況（1～8月）内訳

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号
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軽油価格情報

（消費税抜き）

●調査方法…県内 30事業者へのアンケート調査 （地域：石川県内）

経済産業省調べ“給油所軽油小売価格”軽油小売価格推移表

石ト協　軽油価格等実態調査結果報告

100

60
65
70
75
80
85
90
95

105
110
115
120
125
130

140
135

8月
（H26）

9月 11月10月 12月 1月
（H27）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月
（H28）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

スタンド
ローリー
カード

90
95

105
100

110
115

155

140
145
150

135
130
125
120

円／リットル
（税込み）

10月
（H26）

12月 1月
（H27）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月11月 1月
（H28）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

全国平均

石川平均

（平均価格） H27
8月 9月 10月 11月 12月 H28

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

スタンド 97.6 90.6 92.3 93.8 91.4 87.1 81.9 81.1 83.4 84.1 88.1 86.0 87.2

ローリー 81.6 77.9 77.6 82.1 79.7 71.8 66.3 66.1 69.9 70.0 74.3 73.1 72.3

カード 106.0 93.1 90.6 93.3 90.4 83.7 78.9 77.5 81.1 81.8 86.7 84.7 82.8

値上げ
要請額

1.0
（1社）

0.6
（3社）

1.4
（5社）

3.6
（9社） 0 0 0.3

（2社）
0.6
（8社）

2.2
（8社）

1.7
（12社）

4.2
（12社）

2.7
（6社）

1.6
（3社）

※値上げ要請額は、要請があった事業者の平均額。（　）内は、要請のあった事業者数。

（平均価格） H27
9月 10月 11月 12月 H28

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

全国 113.8 112.3 110.8 108.6 102.3 98.3 97.1 98.9 100.1 103.4 102.9 102.1 102.47

石川 111.8 108.1 106.0 104.4 99.6 96.2 94.4 95.3 96.5 100.0 99.2 98.1 98.42

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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提供：中部交通共済協同組合

事 例 研 究 49事故に
学び

安全運転に
生かす 自転車の高校生を巻き込む

■発 生 日 時 ２月２７日　午後４時２０分頃　天候　晴れ
■発 生 状 況 車が長距離運行を終えて会社の駐車場に入ろうと左折したところ、自転車通行

可能な歩道を同方向に並走していた自転車の高校生を巻き込み死亡させたも
の。

■事故当事者 男性４３歳　　　　相手側　男性１７歳
■事 故 原 因 運転者は、長距離の運行を終え、会社の駐車場に入ろうとしていました。無理

のない運行で疲れはそれほど感じていませんでしたが、妻が出産を間近に控え
ており運転中もいつもそのことを考えていました。その日も帰宅後に妻を病院
に連れて行くことになっており、会社へ戻ってきた安堵感と同時に、病院へ妻
を連れてゆく段取りで頭の中はいっぱいでした。そして、会社へ入ろうと左折
したところ、自転車を見落とし巻き込んでしまいました。ホッとした一瞬には
注意がとぎれることがあるものです。

事故の概要

提供：中部交通共済協同組合

提供：中部交通共済協同組合

Vol.195    いしかわトラックのひろば10月号



22 事例研究

この事故における、運転者の大きな過失は、被害者の乗る自転車を見落としてしまったことで
す。その見落としの原因は、長距離運行後の自覚していない疲れ、自社に帰ってきたことによ
る安堵感、また、出産間近な妻のこと、帰宅後、妻を病院に連れて行くことなどのプライベー
トのことで頭が一杯になってしまっていたことではないのでしょうか。そして、それらのこと
が、運転者の気を緩ませ、集中力を削ぎ、安全確認を怠ることにつながったのかもしれません。
この事故の運転者に限らず、運転中にふっと注意力が途切れてしまったことは、誰しも経験が
あることだと思います。それが直接事故につながったケースもあれば、幸いにして事故になら
ずに済んだケースも多々あると思います。事故になるかならないかは、その結果次第なのです。
ホッとした一瞬には注意がとぎれることがあるものです。考え事や心配事は車を降りてからと
し、キーを抜くまでは油断することがないようにしましょう。

この事故から学ぶ事

被害／損害 １７歳男子死亡
総損害額８,２００万円

■被害概要
・被害者の職業　　高校生
・被害状況　　　　気管損傷・血気胸・腹腔内出血などにより死亡
■損害額内容
・逸失利益 4,600万円
・慰謝料 3,000万円
・葬儀費 200万円
・弁護士費用その他 400万円
　　計 8,200万円
■運転者について―
自動車運転過失致死罪で事故直後に逮捕される。
刑事責任については、裁判において禁固３年の実刑が確定。

被害者について

被害者は、姉と妹がいる３人兄弟の高校２年生でした。家庭においては穏やかで気がやさしく、
年老いた祖母の面倒をよく見ていました。また、学校でも明るく朗らかで、友人も多かったよ
うです。部活動はワンダーフォーゲル部に所属し、勉学・部活動ともに活動的な高校生活を過
ごしていました。そして、彼の夢は一級建築士になることだったので、大学進学に向け、塾へ
通い始めたところでした。
事故後、家庭内では家族の皆がわざと明るく振る舞っています。両親は、自分たちがしっかり
しないといけないという思いから、姉と妹は悲しみやつらさを忘れるかのように振る舞ってい
ます。姉と妹は被害者の写真を肌身離さず持ち歩いているようです。
いままで「楽しい」と感じていたことが、家族の誰もが楽しく感じられなくなりました。被害
者が亡くなった後に、受験生の姉が第一志望の大学に合格しましたが、家族たちは手放しで喜
ぶことも出来ませんでした。
車を運転する者の一瞬のミスで、ひとりの命、ひとつの家庭のささやかな幸せが奪われてし
まったのです。

提供：中部交通共済協同組合

ISHIKAWA TRUCKING ASSOCIATION
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奥能登支部では、交通安全啓発物（マグネットバー）を作成し、輪島・珠洲両警察署に寄贈
しました。写真は、輪島警察署長に啓発物を手渡す新出支部長と阿知運営委員（右から）
（9月27日）

食事と生活習慣で

疲れ目・かすみ目解消!

今月のテーマ

Presented by

日々のお仕事お疲れ様です ! 皆さんは日頃から運転でよく目を使って いることと 思いますが、疲れ目やかすみ目に悩
んではいないでしょうか ?  目は「脳の出張所」とも呼ばれる重要な感覚器官であり、脳の情報の 80%以上は 視覚を通
して集められると言われているんです。そんな大事な目を気遣わないわけ にはいかないですよね。そこで、今回は目に
良い 食事と生活習慣を紹介します。

新・健康応援団 !

目に良い栄養素

手軽にできる目の疲れ解消法

こめかみをマッサージする 遠くと近くを交互に見る 目の体操をする おしぼりで温める

特定健診を受けるまでの流れ健診の結果、メタボリックシンドロームのリスク数が多い
方に関しては、特定保健指導を無料で受けることができま
す。特定保健指導とは協会けんぽの保健師・管理栄養士によ
り対象の被保険者の方の生活習慣改善のサポートを行うも
のです。充実した仕事をするためには、健康な状態であるこ
とが不可欠です。対象となる方はぜひとも特定保健指導をご
利用ください。

協会けんぽ NEWS

ビタミンA β - カロテン ビタミン B群 タウリン

効果
網膜で光を感じる細胞の材料
になる。また、角膜の表面を
保護する粘膜の成分になる。

身体が必要とする量だけをビ
タミンAに変換。残りは貯蓄
される。

ビタミン B1と B12には視神
経や筋肉の疲労を解消し、視
力を向上させる作用があり。

網膜の神経を抑制することで
網膜を守る。また、視神経や
筋肉の緊張をほぐす作用あり。

多く含まれる
食品

小松菜・にんじん・かぼちゃ・
レバー

かぼちゃ・モロヘイヤ・いん
げん

B1…豚肉・豆類・お米
B12…シジミ・イクラ・牛レ
バー

マグロやサバなどの魚肉の血
合い・貝類

勤務先や保健指導機関で特定保健指導を実施

 特定保健指導を実施する日程の調整

 対象者のいる事業所へ特定保健指導のご案内

被保険者（従業員）の方が健康診断を受診




